あどぼ三鷹武蔵野（社会福祉・医療事業団助成事業）


岡部耕典

　あどぼ三鷹武蔵野は、平成１５年４月からの支援費支給制度の実施に備え、障害のある人も家族も、街で（地域で）生き生きとあたりまえに暮らすことを前提にして、福祉サービスを使いこなす「知識・仲間・勇気」を得るためのための総合エンパワメント事業です。前期までのアドボ会を母体にして、PAJで知り合った福祉関係者や、DPI、JIL、ピープルファーストの障害当事者のみなさんの力を借り、社会福祉・医療事業団の助成を受けた平成１５年３月までのプロジェクトとして行われました。

　あどぼ三鷹武蔵野は、支援費制度を使いこなす知識を中心としたセミナーを２回、仲間を作り、勇気をもらうワークショップを２回開催したことを中心に、月１回の勉強会のあどぼ会、週１日の電話相談のあどぼ相談で構成されています。

あどぼ三鷹武蔵野は、単なる一方的な情報提供ではありません。延べ４００名を超える参加者を得て、プロジェクトが進むうちに、施設での虐待事件が起こったり、ホームヘルプサービスの利用上限問題が起こったりして、参加者のみなさんとともに、考えたり、行動したりもしました。新しい仲間やつながりが、地域で、地域を超えて、立場を超えて生れまつつあります・・・

あどぼセミナー
７月２７日（第　９回市民会議）「利用者が知ろう！考えよう！障害者福祉支援費制度」

金政玉氏（ＤＰＩ障害者権利擁護センター所長）、石渡和美氏（東洋英和女学院大学教授）朝比奈ミカ氏（東京都社会福祉協議会）岸本啓子氏（地域生活援助センターびーと・当事者相談員）山内啓次氏（三鷹市障害者福祉懇談会代表）他

１２月　８日（第１２回市民会議）「利用者が守ろう！作ろう！地域での暮らしとサポート」
村山美和氏（全国自立生活センター協議会ピアカウンセリング委員会委員長）根来正博氏（全国地域生活支援ネットワーク代表）村山美和氏（全国自立生活センター協議会ピアカウンセリング委員会委員長）朝比奈ミカ氏　（東京都社会福祉協議会）小田島栄一氏（ピープルファースト東久留米代表）佐々木信行氏（ピープルファースト東京事務局長）大石忠相氏（東京都清瀬療護園自治会副会長）他
あどぼワークショップ
　９月　７日・８日（第１０回市民会議）「元気をもらうワークショップ」

東俊裕　氏（全国自立生活センター協議会副代表・弁護士）鈴木絹江氏（JILピアカウンセリング委員会副委員長・福祉のまちづくりの会代表）佐野武和氏（JIL人権委員会事務局・CIL湖北代表）他、サブインストラクター多数参加！
　３月　２日（第１３回市民会議）「勇気をもらうワークショップ」

佐野武和氏（JIL人権委員会・CIL湖北）山形重人氏（JIL人権委員会・くにたち援助為センター）岩本肇氏（JIL人権委員会・アシストMIL）他、サブインストラクター多数参加！
あどぼ会

４月１９日　「今期のあどぼ会について」
５月１６日　「子どもの障害と私」狩野一美氏（インフルエンザ脳症の会）
５月３０日スペシャル「松岡敏雄さんを囲む会」松岡敏雄さんと支援者のみなさん
６月２１日　「わが子のデータ、どうします？」本庄一聖氏（デイセンター山びこ）
７月２３日「障害者の就労支援って何だろう・・？」横田勉氏（生活援助センターびーと）
８月２３日「警察プロジェクトと多摩地区のP&A」堀江まゆみ氏（白梅女子短期大学教授）
９月１７日「私が地域で考えること」宮川豊氏（東久留米ハートランド）
１０月１８日「来期の活動～支援費と市民活動」川口仁志氏（あふねっと代表） 
１１月２１日「地域生活を送る障害のある人の保健医療サービスの研究」於保真理氏
１２月１９日「施設での虐待事件を巡っての緊急討論」施設職員のみなさん

あどぼセミナーに参加して　～三鷹市は生まれたところ、武蔵野市は育ったところ
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳勝　亜希子
あどぼセミナーは初めて行きました。と、いうか、地域の障害者関係で、社会人になって参加したのは、本当に初めての経験でした。
　これまで参加しなかったのは、理由がありました。「障害者だけど、そんなに重くはないし、補聴器を給付してもらえるだけでありがたい」「聴覚障害者協会に入っても、私にはじっくりこない」　受身な考えでした。さらに、「セクシャルマイノリティ」であるために、聴覚障害者の仲間から敬遠されていて、身の置き場がなかったんです。もうちょっと言うならば、わたしの言いたいことが武蔵野市に対して対応してくれなかったという気持ちもあって、「とーぜ、あたしは対象外だから参加したってどーしょーもないっ！」という感じ。
対応してくれなかったというより、障害の程度（等級）の制限で助成や、補助器具給付の対象でないと冷たくされたということかな。（それを武蔵野市としてゆるやかに変えてほしかっただけ）
　私は幼児教育科出身です。障害児教育に興味ありました。一応、福祉を勉強していたこともあって、施設の教育実習を受けました。施設の最悪さは私も経験しています。施設は入所したことはないんですが、教育実習で、千葉市のすっごい外れにある肢体不自由児・者通園施設へ2週間行ったことがあります。
そこで目にしたものは忘れられない！虐待とか暴力まではみていないんですけどね;;;村山美和さんののおっしゃる通り、まるで、障害者の人権ってのがありません。教育実習生だった私もさえ、反発したくなりました。さすがに施設で一生を終えるのはイヤ！と思いましたねぇ。
　今まで私の人生の岐路は親か、先生に任せていました。というか、「こうしなさい」と言われて仕方なく動くことしかありませんでした。30歳になって、初めて振り返ってみると、このままでいいのかと自問自答に悩み、「他人に頼らない、自分で決めることが自立なんだ！」「自分の人生は自分で選択をしたい！」と初めて答えが出ました。
　そういう自分の考えの経緯とあどぼセミナーに通じるものがありました。今まで参加しなかったのが恥ずかしい思いです。「わがままじゃない、権利があるんだ！」と。
　けど、みなさんの一人一人の発言の強さがあって、あぁ、わたしってまだまだひよっこだなぁって思いました。権利ってなんだろう、福祉ってなんだろうって改めて考え直す必要も自分にとって勉強になったことも確かです。
「障害者だって自立したい、地域で生活したい。変えていく権利は障害者だってあるんだ」と。
　参加してよかったと思います。人生の選択の道が開けるような気がして気持ちがすごく楽になったし、軽くなったような気がします。参加する機会がありましたら、また、参加してみたい、地域とともに変えて行きたい。
　三鷹市は生まれたところ、武蔵野市は育ったところ。だからこそ力が入ります（笑）
